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勃発した耳垢事件
　メールの内容は、次のようなものでした。
「母が来てから１か月が過ぎました。“小
ボケ”と思っていた母が、“大ボケ”だっ
たことに日々気づかされています。１人
で、どんな暮らしをしていたのか？
　補聴器が機能してくれて、対面での会話
はスムーズになりました。その分、余計
な話にもなり、『頭が相当イカれてきた、
娘に迷惑をかけて、申しわけない』と話
しては、１日１回以上は泣いています」
　一緒にいないと分からないことが、同
居後、分かってきたのでしょう。
　その場をうまく、言葉でかわされてし
まうので、何時間か一緒にいたくらいで
は分からないことだらけだったのです。
　そこで、見聞きした高齢者の行動の
体験談を教えてあげました。
　例えば、テレビの音量を最大にしてい
たのに、ある日、突然聞こえるようになっ
たらしく、音量を上げなくなった事例。
　大きな耳垢が寝ている間にとれたんだ
ろうと、周囲は思っていました。
　それから半年ほど経ってまた、突然大
音量に。そのときはさすがに、「耳鼻科
で耳垢をとってもらわないと」と、受診。
　すると、信じられない大きさの耳垢が
とれ、音量事件はなくなったとか。
　こうしたことも、一緒にいないと分か
らない出来ごとですね。

至れり尽くせりの結果…
　短期記憶がさっぱりダメで、先ほどの
んだ、夜のおクスリの件も覚えていない

事例もあります。
　対策として、薬袋に、日づけとライン
を入れておき、のんだら時間を記入、『お
クスリをのんだ箱』に入れてもらうよう
にしているのです。
「お母さん、おクスリをのんでないって
いっていたけれど、ちゃんと時間も書い
て、この箱に入れてあるよ」と、見せて
納得させないとダメなケースです。
　ちなみに、翌朝のおクスリを、寝る前に
揃えておくと、夜中にのまれる可能性が
あるので危険なため、隠しておきます。
　ちなみに、デイサービスやショートス
テイは、至れり尽くせりのサービスです。
　転倒されたら大変なので、動こうとす
るとすぐに近寄り、手を添えます。職
員が、床に落ちたものを拾ってくれた
り、こぼしたらサッと拭いてくれたりも。
　こうしたことにすっかり慣れてしまう
ので、家へ帰ってきたら、自分で何もし
なくなります。
　近くでしっかり観察していないと、見
落としてしまいそうなことは、他にもた
くさんありそうです。高齢者の介護をし
た人にしか、この体験談は語れないと、
あらためて感じ入りました。
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根ざしたおクスリ屋さんとして、多くのファンが。
「今年も後わずか。元気でいきましょう」
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